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〔編集後記〕
。British Medical Journalの昨年の11月号に“ Wri-
ting and Speaking in Medicine"という標題の下に，
次の 8論説が掲載されていますので，一読をお奨めした
いと思います。 
How 1 read How editors survive 
How 1 subedit Numerical result 
How 1 write a paper Writing the MDthesis 
How 1 referee Speak the speech，1 pray 
you 
その中には次のような一文があり，われわれとしても
充分自戒しなければならないと思う次第です。 
It takes a long time to establish a journal's 
reputation，but it may soon be lost ifa few 
bad or hastily written papers or papers with-
out proper acknowledgement of other work 
are published. It is the ease of making bad 
mistakes and their disastrous consequences 
that support the need for expert refereeing. 
Bad or hastily written papersを掲載しないように
するのは編集障の責任であると同時に，投稿者の責任で
もあるわけです。時に掲載をお断わりすることもありま
すが，ご容赦願いたいと思います。。“How 1 reacl "に題する一文のまとめは次の通り
です。 
Not al who look at a jqurnal are going to 
read even one of the articles in it. Writers 
must know，therefore，what turns a looker into 
a reacler. 
本誌が実際にどの程度読まれているか，必ずしも明ら
かでありませんが，読ませる努力も必要でしょう。上記
の論説の著書はタイトノレの重要性と，内容を良く伝える
要約の必要性を強調しています。この著者は，雑誌を手
にする時先ずタイトルで判断し，それが興味を引けば次
に要約を読むといっております。
いかにしてより良い雑誌を編集して，会員の方々の手
許にお届けするか，雑誌の編集とは誠に困難な仕事で
す。私も過去5年以上編集長の職にありましたが，この
あたりで新進気鋭の方に代って頂きたいと強く考えてお
ります。この事は編集会議の席上でも申し上げ，次期編
集長を近々決めて頂くことになっておりますので，ここ
に予報致す次第です。(編集委員長桑田次男)
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展望
藤 本 茂:癌抗原に関する研究一特に Carcinoembryonicantigen (CEA)について一
最終講義
北 村 武:耳下腺腫療の組織学的考察ー最終講義のなかからー
原著
桜井信夫，平野英男:質問調査結果のまとめ方に関する研究 第2報， 医科大学学生およびC市住民における
喫煙の影響についての比較
村田 紀，田中 昇，嶋村欣一，福間誠吾:悪性新生物死亡率に見られる地理的変異の分析一部位別死亡率問
の相闘について一
久田俊和，園田智子，橘正道:ラット再生肝における核酸前駆体利用の DiisopropylamineDichloroacetate 
による促進
青柳一正:ラット肝浮遊細胞による尿素合成調節機構の研究
症例
丹羽有一，勝呂p徹3坪内弘行，近藤洋一郎:慢性関節リウマチに付随した腸管型アミロイドーシスの 1剖検例
寺野隆，西川哲男，宮原守博，山田研一，熊谷朗，恒元博:悪性褐色細胞腫の l例ーコバルト照射およ
び速中性子療法によるその治療成績について一
話題
伊藤晴夫，真田寿彦，村上光右，宮内大成:腸性過蔭酸尿症
こめんと
中島初枝:心臓選択性 P効果遮断薬 metoprolol 
